
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨 城 支 部 便 り 

第 ８４ 号 

２０２３年７月２０日 

編集兼発行人 

谷口 正俊 
 

HITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHI 

第121回 茨城支部総会 
１．日時：2023年５月 26日(金) 10:30～13：00 
２．場所：ホテル天地閣(日立市) 
３．出席者：106名(含招待者 2 名) 
４．総会：瀧澤副支部長の司会で次の通り進められた。 
①物故者への黙祷：残念ですが、86 名(2019 年４月
～2023年３月)の方が亡くなられ、黙祷を捧げてご
冥福をお祈りした。 

②住川支部長より、４年ぶりに多くの会員の出席で
総会が開催できたことは喜ばしい。長い伝統ある

支部活動をさらに
活発に行うことを
通して会員の確保
にも注力し、発展し
てほしいとのご挨
拶をいただいた。 住川支部長ご挨拶 

 

野澤氏のご発声で乾杯 

５．懇親会：滝田副支部長司
会のもと、最高齢参加者の
野澤守氏(97 歳)のご発声
で乾杯後、懇親会が開始さ
れた。４年ぶりの再会と各
テーブルを出身事業所毎
としたことで和気藹々と
した時間を過ごすこがで
きた。最後に谷口監事のご

発声で｢万歳三唱｣を行い、再開を約して散会した。 

③田中新支部長より、長い歴史と伝統のあるこの集
まりを更に発展さ
せ伝統を守ってい
くとの力強いご挨
拶をいただいた。 

④支部活動報告：滝田
副支部長より、支部
及び理科クラブの

田中新支部長ご挨拶 

 
活動状況、会計報告、2023 年度組織と課題につい
て報告があった。 

⑤同好会活動報告：若島同好会幹事長より、各同好
会の活動状況について写真を使い報告された。 

⑥監査報告：谷口監事より支部及び同好会の決算報
告について適正である旨の報告があった。 

⑦会社概況説明：曽根徹日立事業所長より、発展し
変わりゆく日立の概況と日立地区事業所のトピッ
クス等をご説明いただいた。 

新支部長挨拶 
住川さんの後任として支部長に就任

いたしました。日立社友クラブの支部の
中で最も活発に活動している茨城支部
の皆さまに敬意を表します。人生 100年
時代、定年後をいかに健康で豊かに過ご

せるかは重要です。そのためには食事、運動も大事で
すが、同好会活動などに新たにチャレンジしコミュ
ニケーションを図ることも極めて大事です。支部役
員と共に皆さまの健康で豊かなシニアライフにお役
に立つように努めてまいりますので宜しくお願いい
たします。                       田中 幸二 

茨城支部からのお知らせ 
*第 77 期第３回 日立社友クラブ理事会報告 
・会員候補者から 62 名が入会を承認され、本部会員
総数は 7,373 名となった。 

・日立社友クラブ総会は 10 月６日ホテルニューオー
タニにて４年ぶりに実施することになった。 

*2023 年６月茨城支部役員会報告 
・支部入会申込者６名の入会が承認され、会員数が 921 
名になった(前年比 32 名減)。 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブホームページ          http://www.hitachi-rika.sakura.ne.jp/ 

１ 

那珂のひまわり畑 
撮 影 者：岡崎 稔 
撮 影 日：2022年８月 25日 
撮影場所：那珂総合公園周辺(那珂市) 
撮影余話： 

那珂市のひまわり畑は 25 万本のひまわり
が咲き、本県最大級の花畑｡撮影２日後、市は
３年振りに｢なかひまわりフェステバル｣を
開催した｡高い見晴台からは展望は良いが、
花畑の真上を横切る高圧送電線や鉄塔、更に
は隣接の民家や花見客を避けながら､ひまわ
りの花と花畑の広さも感じさせる撮影位置
を決めるのに苦労した。午後の夏日は東向の
ひまわりの花には逆光となり花の美を損ね
るので曇天の日に撮影した。 

http://shayuu-iba.la.coocan.jp/
http://www.hitachi-rika.sakura.ne.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外出張の思い出 
IEC(国際電気標準会議)より     小野寺 勝重 

会員投稿 (第８４回 ) 

２ 

の
車
庫
、

保
全
検
査

場
を
見
学

後
、
約
百

年
前
の
市

電
に
我
々

Ｉ
Ｅ
Ｃ
委

員(

約
20

名)

を
乗

せ
て
、
運

転
手
、
車

掌
が
共
に

を
検
討
す
る
会
議
で
あ
っ
た
。
会
議
の
中

ほ
ど
で
、
北
の
ケ
ベ
ッ
ク
地
方
へ
の
バ
ス

ツ
ア
ー
が
あ
っ
た
。｢

フ
ラ
ン
ス
語
の
道
案

内
板｣

な
ど
フ
ラ
ン
ス
一
色
で
あ
っ
た
。 

３ 

晩
餐
会
、
見
学
会
な
ど 

 

会
議
中
に
開
催
さ
れ
た
各
国
の
期
待
と

歓
迎
を
表
す
晩
餐
会
や
見
学
会
な
ど
を
紹

介
す
る
。 

①
ウ
イ
ー
ン
会
議(

91
年)

の
晩
餐
会 

晩
餐
会
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
と
ウ
イ

ー
ン
市
主
催
で
、
古
城
で
行
わ
れ
た
。
夜
８

時
に
行
く
と
守
衛
が
案
内
を
し
て
く
れ

た
。
総
大
理
石
の
階
段
を
上
り
、
ベ
ル
サ
イ

ユ
宮
殿
を
思
い
出
さ
れ
る
よ
う
な
長
い
廊

下
を
歩
き
な
が
ら
両
脇
の
衣
装
な
ど
の
説

明
を
聞
き
、
10
分
ほ
ど
歩
い
た
。
弦
楽
四

重
奏
が
聞
こ
え
て
き
た
。
天
井
の
高
い
室

内
に
は
既
に
約
百
名
が
円
卓
を
囲
ん
で
い

た
。
洋
食
が
運
ば
れ
、
ワ
イ
ン
で
お
互
い
乾

杯
し
、
談
笑
に
入
る
。
約
２
時
間
後
、
弦
楽

４
重
奏
が
ダ
ン
ス
音
楽
に
変
わ
っ
た
。
お

城
の
床
は
木
で
あ
っ
た
。
お
互
い
ダ
ン
ス

を
楽
し
む
。
私
の
顔
を
見
て
、｢

さ
く
ら
さ

く
ら｣

と｢

荒
城
の
月｣

を
演
奏
し
て
く
れ

た
。 

②
ド
レ
ス
デ
ン
会
議(
96
年)

市
内
ツ
ア
ー 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
多
く
の
町
に
市
電
が

発
達
し
て
い
る
。
ド
レ
ス
デ
ン
で
は
、
市
電市電でドレスデン市内をツアー 

昔
の
制
服
で
市
内
を
案
内
頂
い
た
。
ド
レ

ス
デ
ン
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
領
で
、
第
２
次
大

戦
後
の
復
興
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
。 

③
京
都
会
議(

99
年) 

日
本
で
の
開
催
は
、
京
都
の
国
際
会
議

場
な
ど
で
行
わ
れ
た
。
会
議
場
に
は
広
い

庭
が
あ
り
、
散
策
し
な
が
ら
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
丁
度
、
市
内
で
は｢

葵

祭｣

が
行
わ
れ
て
お
り
、
委
員
の
奥
様
方
が

楽
し
ま
れ
た
。 

④
北
京
会
議(

02
年) 

江
沢
民
・
国
家
主
席
は
、｢

中
国
は
、
世

界
貿
易
を
目
標
に
Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
に
適
合
し

た
製
品
造
り
の
た
め
Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
を
し
っ

か
り
勉
強
し
て
い
く｣

と
述
べ
ら
れ
た
。 

晩
餐
会
は
、
人
民
大
会
堂
で
７
時
か
ら

約
２
時
間
、

開
か
れ
た
。

ホ
テ
ル
か
ら

人
民
大
会
堂

ま
で
パ
ト
カ

ー
の
先
導
が

あ
っ
た
。
広

い

会

場

で

は
、
洋
食
の

後
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
京

劇
、
ア
ク
ロ

バ
ッ
ト
シ
ョ

ー
、
妖
艶
な
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。 

余
談
①
ゴ
ル
フ 

南
ア
フ
リ
カ
の
ダ
ー
バ
ン
で
の
Ｉ
Ｅ
Ｃ

会
議(
95
年)

の
時
、
週
末
の
金
曜
日
午
後

に
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
の
日
立
事
務
所
の
所

長(

家
電
出
身)
か
ら
電
話
が
あ
り
、｢

ヨ
ハ

ネ
ス
ブ
ル
グ
に
来
な
い
と
南
ア
フ
リ
カ
に

来
た
こ
と
に
な
ら
な
い｣

と
の
こ
と
で
、
急

遽
お
邪
魔
し
、
南
ア
フ
リ
カ
で
の
生
活
や 人民大会堂でのアトラクションの様子 

治
安
な
ど
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
。
翌
日
、
早

朝
ゴ
ル
フ
に
出
か
け
、
旧
イ
ギ
リ
ス
領
の

ゴ
ル
フ
場
を
案
内
頂
い
た
が
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
で
見
た
桜
の
花
に
似

た｢

ジ
ャ
カ
ラ
ン
タ
の
花｣

が
満
開
で
あ
っ

た
。 

余
談
②
ス
キ
ー 

カ
ナ
ダ
の
バ
ン

フ
で
Ｉ
Ｅ
Ｃ
会
議

(

01
年)

を
行
っ
た

時
、
土
曜
は
ロ
ッ
キ

ー
山
脈
の
ス
キ
ー

場
に
行
き
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ

の
仲
間
と
一
緒
に

パ
ウ
ダ
ー
ス
キ
ー

を
楽
し
ん
だ
。
バ
ン
フ
か
ら
難
易
度
に
応

じ
、
６
か
所
の
ス
キ
ー
場
に
バ
ス
で
行
く

こ
と
が
で
き
、
初
級
コ
ー
ス
の
広
大
な
野

山
を
思
い
の
ま
ま
滑
る
こ
と
が
で
き
た
。 

余
談
③
テ
ニ
ス 

 

テ
ニ
ス
の
機
会
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。

米
国
・
サ
ン
ノ
ゼ
の
Ｇ
Ｅ
社
で
は
原
子
力

の
技
術
提
携
で
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
ウ
エ

ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス(

Ｗ
Ｈ)

社
で
は
原
子
力

会
議
終
了
後
、
屋
外
は
零
下
20
度
以
下
で

あ
っ
た
が
、
17
面
も
あ
る
室
内
コ
ー
ト
で
、

会
議
に
参
加
し
た
５
名
と
そ
の
夫
人
も
入

り
、
試
合
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
米
国
・
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
郊
外
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
の

Ｉ
Ｅ
Ｃ
会
議
時
に
は
、
毎
朝
、
７
時
コ
ー
ト

集
合
で
、
試
合
を
し
、
そ
の
後
、
シ
ャ
ワ
ー
、

朝
食
、
10
時
に
会
議
開
始
で
あ
っ
た
。 

お
わ
り
に 

こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｅ
Ｃ
活
動
に
対
し
、
私
は

｢

通
商
産
業
大
臣
平
成
10
年
度
工
業
標
準

化
功
労
者
表
彰｣

(

98
年)

を
受
賞
し
た
。 

思
い
つ
く
ま
ま
に
海
外
出
張
の
思
い
出

を
書
き
ま
し
た
が
、
日
立
製
作
所
に
は
多

く
の
良
き
先
輩
が
お
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
と

ご
指
導
を
頂
き
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。 ロッキー山脈でスキーを満喫 

１
号
機
（
Ｇ
Ｅ
か
ら
の
輸
入
炉
）
と
初
国
産

炉
の
中
国
電
力
・
島
根
発
電
所
１
号
機
の

試
運
転
を
担
当
し
た
。
試
運
転
時
、
発
電
所

が
緊
急
停
止(

ス
ク
ラ
ム)

す
る
と
新
聞
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
す
ぐ
報
道
さ
れ
た
。
ス
ク

ラ
ム
の
報
道
に
住
民
の
心
配
が
大
き
く
、

将
来
、
こ
の
ス
ク
ラ
ム
を
低
減
す
る
こ
と

が
必
須
と
思
っ
た
。
私
の｢

ラ
イ
フ
ワ
ー

ク｣

設
定
は
、｢

原
子
力
発
電
所
の
ス
ク
ラ

ム
の
低
減｣

で
あ
っ
た
。
こ
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
信
頼
性
手
法
の
開
発
と
解
析

な
ど
を
行
っ
た
。
こ
の
関
係
で
日
本
規
格

協
会
の
も
と
で
Ｉ
Ｅ
Ｃ(

Inte
rnat

iona
l 

E
lect

rote
chni

cal 
Comm

issi
on)

の
信

頼
性
・
保
全
性
に
関
す
る
国
際
規
格
を
策

定
す
る
会
議
に
１
９
８
５
年
か
ら
国
の
代

表
と
し
て
参
加
し
た
。
こ
の
会
議
は
年
２
、

３
回
開
催
さ
れ
、
40
歳
か
ら
70
歳
ま
で
約

50
回
参
加
し
た
。 

１ 

Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
を
作
る
手
順 

Ｉ
Ｅ
Ｃ
は
、
国
際
規
格
に
よ
り
各
国
共

通
の
レ
ベ
ル
で
製
品
作
り
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
規
格
作
成
手
順
は
、
①
作
成
す

る
規
格
を
検
討
す
る
、
②
新
規
作
成
す
る

規
格
に
関
す
る
資
料
を
各
国
か
ら
集
め

る
、
③
そ
れ
ら
の
中
か
ら
マ
ザ
ー
規
格
を

選
ぶ
、
④
原
案
を
作
成
す
る
、
⑤
原
案
を
各

国
で
検
討
す
る
、
⑥
各
国
コ
メ
ン
ト
を
元

に
修
正
す
る
、
⑦
新
規
格
を
制
定
す
る
、
で

あ
る
。
新
規
格
が
制
定
さ
れ
た
後
、
我
が
国

で
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
化
委
員
会
を
作
り
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
を
制
定
し
て
い
る
。 

２ 

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
会
議(

85
年)

に
初

参
加 信

頼
性
解
析
手
法
の
各
国
の
コ
メ
ン
ト

は
じ
め
に 

私
は
日
立
工
場
検

査
部
の
所
属
で
、
我
が

国
初
の
軽
水
炉
で
あ

る
原
電
・
敦
賀
発
電
所



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員のたより  

同好会行事に参加して 

３ 

「勝田 PC」        渡邊 綱信  

勝田パソコン教室に参加して早 21 年が
過ぎました。最初は手取り足取りの状況か
ら最近ではパソコンを駆使できるように
なり、他の同好会の名簿作りや会費計算、

アルバム作成等に大いに活用しています。ただ、諸先
輩の域にはなかなか到達せず、今後もご指導をお願い
する次第です。本会の良いところは、単なるソフトの
勉強だけでなく世の中のデジタル化の動きに沿って、
いろいろな勉強をしている点です。近時の IT 化の流れ
はすざましく、チャット GPT や Bing などの AI を使え
なければ、どんどんこの世の中から取り残されるよう
な気がしています。因みに、勝田パソコン教室の今後
の進め方について、チャット GPT に聞いてみました。
以下その回答です。 
『勝田パソコン教室の今後の進め方 は、以下の取り

組みが考えられます。(詳細略)１)オンライン教育の導
入 ２)AI 機械学習の学習プログラムの充実 ３)教
材の充実(高度の教材が必要) これらの取り組みによ
り勝田パソコン教室は、社員や一般の方が最新の技術
やスキルを習得し、業務や趣味での活用が可能となる
ようより充実した教育プログラムを提供していくこと
が期待されます。』というもので、なかなかの内容です。 
今後もこのようなソフトは益々進化していくことで

しょうが、その都度パソコン教室の教材に取り入れて
いただき、学んでいきたいと思っています。 

 

「卓球クラブ」      古川 秀康 

 今年の誕生日を迎えると 75 歳。時の流
れがこんなにも早いものかとつくづく思
う今日この頃である。７年前、退職を機に
支部便りから知り得た卓球クラブに入会

をさせていただき、以来週一回の練習に可能な限り参
加している。卓球は中学時代に体育館の片隅で数人の
仲間とルール無視で楽しんでいた程度でした。入社後
に卓球の課対抗に参加を求められ、それなりに頑張っ
たが、年齢と共に遠ざかってしまい実に 40年以上のブ
ランクでした。こんな私でしたが入会すると諸先輩か
らマナーを含めて手取り足取り教えていただき、誠に
効率的にレベルアップを図ることができました。県内
で定期的に開催されている大会にも参加し、時には勝
利の喜びを経験させていただきました。このところ多
数回のコロナワクチン接種が影響(？)したのか、脇腹
に帯状疱疹を発症し後遺症の神経痛に悩まされていて
50％程度の練習に止めている。早期回復を期待してい
る。蛇足ですが私は長年スカイスポーツを楽しんでお
り、卓球の練習が動体視力の維持に大変貢献している
と解釈しています。卓球は老若男女誰でも同じ条件で
楽しめる唯一のスポーツではないかと思います。素晴
らしいプレーには仲間内だけでなく対戦相手にもエー
ルを送れます。残りの人生を健康で楽しく過ごすため
の一つのツールとして卓球を是非推奨したい。 

 

リレー随筆（８４） 

水ロケットに夢を乗せて  齋藤 敏男 

日立理科クラブに入会して早６年が
経とうとしています。入会にためらいは
あったものの、今では子供たちから元気
をもらっています。日立理科クラブで
は、科学への興味・楽しさ・想像力を育
む６つのプロジェクを推進しています。
詳しくは支部便り第 74 号掲載の畑山さ

んの記事を参照してください。その中で｢科学ふしぎ発
見教室｣に所属し、水ロケット、レーシングカー、ドロ
ーン・プログラミング飛行の三つの教室を担当してい
ます。以下、それらの内容を紹介したいと思います。 
水ロケットは、ペットボトルの中に一定量の水を入

れて空気を圧縮、開放するとペットボトル内の水が圧
縮された空気の力で後方に押し出され、その反作用で
飛ぶロケット模型です。教室で製作する水ロケットで
は、本体に 1.5ℓ の炭酸飲料ペットボトルが使われ、先
端には重りの入った円錐状のノーズコーンと呼ばれる
部品が、下部には飛行を安定させる翼が取り付けられ
ます。構造は簡単ですが、一つひとつの部品とその組
立には真っすぐ遠くへ
飛ばすためのノウハウ
が詰め込まれていま
す。水を噴出しながら
勢いよく飛び出し、150
ｍ以上(空気圧次第で
更に遠く)飛行する姿
は圧巻で子供たちは大
興奮です。教室は毎月、
成果を競い合う場とし

て水ロケット大会は毎年開催しています。大会は日立
理科クラブ発足当初から恒例行事となっており、子供
たちの人気を集めています。 
 季節や天候の影響を受けない、屋内で実施可能なレ
ーシングカー教室を５年前より開催しています。製作
するレーシングカーは、日用品を部品として活用する
など手づくり感いっぱいで、完成後はサーキットでタ
イムトライアルを楽しみます。ドライバーを使ったこ
との無い参加者もいますが、こうした経験を通してモ
ノづくりの楽しさや難しさを学んでもらえればと思っ
ています。 
 小学校でプログラミング教育の有用性が高まる中、
昨年、４年生以上を対象と
したドローン･プログラミ
ング飛行教室を立上げまし
ました。プログラミングの
勉強や教育テキストの編
纂、楽しく学ぶための飛行
経路に設置する障害物の製
作等全てが試行錯誤の連続
でしたが、何とか開設にこ
ぎつけました。教室では課題に対するプログラムを作
成しドローンを飛行させますが、中学校レベルの難題
も数時間の指導でクリアするなど子供たちの能力の高
さに驚かされます。こうした子供たちの可能性を引き
出し、プログラミングの面白さを感じてもらえるよう
な教室づくりに今後も尽力したいと思います。 
子供たちの夢を乗せて水ロケットは青空高く飛び立

ち、レーシングカーはサーキットを疾走、ドローンは
宙を舞います。理科大好き児童・生徒が一人でも多く
育ち、将来科学者となって活躍するする姿を思い描き
ながら、これからも頑張りたいと思います。 水ロケット大会 

障害物を通過するドローン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同好会の行事ご案内（８月～１０月） ２.第 86回研修会 
【つくば学園都市の研究施設見学】 
４年ぶりに｢つくば学園都市｣を訪問します。今

回はこれまで見学していない建築研究所や土木研
究所(未見学の研究施設)、つくば実験植物園など
を見学します。 
皆様の参加をお待ちしています。 
・開 催 日：令和５年９月 28日(木) 
・集  合：大みか駅前 
      (旧常陽銀行大みか支店前)  8：00 
      日立南ドライブイン    8：15 
・帰  着：大みか駅前  17：00 頃の予定 
・会  費：8,000 円の予定(バス､昼食代､他) 
・募集人員：25名(20 名以上の参加で実施) 
・申込締切：７月３１日(月) 
・申込先 ：石田和夫 
 Tel/Fax ：0294-34-0209 携帯 080-5087-2555 
 E-mail  ：ishida.kazuo@nifty.com 
 

１.第 94回歩こう会【大洗海岸を歩く】 
大洗駅を出発し、史跡、寺院そして神社を巡りな

がら、大洗海岸を歩きます。 
・開 催 日：９月 15日(金) 雨天 ９月 27日(水) 
・集  合：鹿島臨海鉄道大洗駅 午前 10時 
・コ ー ス：大洗駅→金剛院→須賀神社→日下ヶ塚

古墳→西福寺→幕末と明治の博物館→与利幾 
神社→大洗磯前神社(昼食)→磯節発祥の地→
神磯の鳥居→髭釜道祖神社→大洗駅 
(始めのみ少し上り下りあり 約 7.8km) 

・持 参 品：弁当、飲物、雨具、マスクなど 
・会 費：200円(非会員 500 円) 
・申込締切：９月８日(金) 
・申 込 先：小野瀬 秀夫 

Tel/Fax :029-282-4124 
E-mail ：h1941.0830.onose@tenor.ocn.ne.jp 

 ３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡いたします) 

グループ名 連   絡   先  
実施予定日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
8 月 9 月 10 月 

野鳥･自然観
察 

グループ 

石川 皓  0294-53-7064 
aishikajp@ybb.me.jp  
 

（休）   ー ― 

参加費：\300/回 
原則雨天中止 

 18(月)  粟原 
  9:00～ 
12:00 

  23(月) 
久慈川 

（JR 橋） 
  9:00～ 
 12:00 

囲碁の会 

真鳥岩男  0294-74-5285 
sp8k8z59@lake.ocn.ne.jp 

21(月) 
25(金) 
28(月) 

11(月)   
大会

22(金) 
25(月) 

9(月) 
23(月) 
27(金) 

大みか拠点 
9:30～ 
16:00 

参加費：\100/回 
大会：\1000 
 (昼食費含む) 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@nifty.com 

17(木) 21(木) 
19(木)
大会 

大島コミュニ
ティセンター 

 9:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
並木慎一郎 029-283-1476 
s-namiki@themis.ocn.ne.jp 

28(月) 25(月) 30(月) 
らぽーる 
ひたち 

 9:45～ 参加費：\1500/回 

卓球クラブ 
村上勝雄  0294-24-2430 
mkattyan@net1.jway.ne.jp 

2,9, 
23(水) 

6,13 
20(水) 

4,11, 
18(水) 

会瀬体育館 
  9:00～ 
 12:00 

参加費,会場費等 
まとめ：\4500/年 

デジカメ 
クラブ 

溝口忠憲  029-219-6576 
mizogut@beach.ocn.ne.jp 7(月) 4(月) 2(月) 大みか拠点 

 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食費含む 

写真五七五 
細江 徹  0294-42-9126 
tohru92@road.ocn.ne.jp 

4(金) 1(金) 6(金) 大みか拠点 
  9:30～ 
 13:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

勝田パソコン 
佐々木六漏 029-275-2567 
sasak6318@nifty.com 

22(火) 26(火) 24(火) 
ひたちなか市
ワークプラザ 

 13:15～ 
 16:00 

参加費：\500/回 

 注）・旅行会(連絡先；溝口忠憲)は開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。  
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編集後記 小野寺さんの海外出張の思い出、IEC 会議
のメンバーとしてそれなりのおもてなしを各国で受け
られ、貴重な思い出に残る体験をされましたね。改め
て現役時代、世界の日立で活躍できたことに感謝です
ね。斎藤さんの日立理科クラブでの活動の話、水ロケ
ット、レーシングカー、ドローン・プログラミング飛
行、どれも子供たちを夢中にさせるテーマですね。今
後も理科の大好きな子供たちを育てていくよう頑張っ
てください。            谷口 正俊 

訃 報 次の方がお亡くなりになりました。 
 湯沢 宏  令和 4年 10月 05 日 満 93歳 
 林  正廣 令和 4 年 12 月      満 87歳 
 岩橋 勲  令和 4 年 12 月 19 日 満 91歳 
 山口 栄三 令和 4 年 12 月 29 日 満 91歳 
 江幡 健夫 令和 5 年 01 月 09 日 満 92歳 
 福岡 卓二 令和 5 年 02 月 22 日 満 90歳 
 栗本 茂  令和 5 年 03 月 09 日 満 89歳 
 内田 茂  令和 5 年 03 月 15 日 満 82歳 
小林 康浩 令和 5 年 04 月 07 日 満 88 歳 
横山 廣  令和 5 年 04 月 08 日 満 76 歳 
下坂 卓夫 令和 5 年 04 月 16 日 満 83 歳 

 

 小原 哲夫  令和 5 年 04 月 25 日 満 91 歳 
 吉田 洋一  令和 5 年 06 月 20 日 満 65 歳 

 


